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術
婆
伽
説
話
の
生
成
と
展
開

　
―
恋
は
病
か
、
破
戒
か
、
神
を
招
く
か
―

研
究
員　

平
間　

尚
子

現
代
に
お
い
て
も
、「
身
を
焦
が
す
」「
胸
を
焦
が
す
」
と
い
う
慣

用
句
は
身
近
な
語
句
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
恋
を
主
題
と
し
た
作

品
が
日
本
人
に
と
っ
て
は
身
近
な
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
は
仏
書
、
文

学
作
品
の
な
か
に
も
、
多
く
扱
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
取
り
あ
げ
る
術
婆
伽
説
話
は
、
主
人
公
の
魚
売
り
の
術
婆

伽
が
高
貴
な
后
に
恋
を
し
て
病
の
身
と
な
り
、つ
い
に
は
「
身
を
焼
き
」

「
胸
を
焦
が
す
」
話
で
あ
る
。

発
表
者
は
、近
世
に
出
版
さ
れ
た
唱
導
の
類
書
で
あ
る
『
類
雑
集
』

の
翻
刻
と
注
釈
作
業
に
お
い
て
、
術
婆
伽
説
話
を
知
り
得
た
（
１
）。

本
説

話
を
端
的
に
ま
と
め
る
と
、「
身
分
違
い
の
悲
恋
」
で
あ
る
。
当
該

説
話
の
先
行
研
究
を
紐
解
く
と
、初
出
は
仏
書
の
『
大
智
度
論
』
で
、

つ
ぎ
に
、『
三
教
指
帰
注
』『
紫
明
抄
』『
古
今
和
歌
集
灌
頂
口
伝
』

な
ど
の
注
釈
書
類
に
引
用
さ
れ
、さ
ら
に
は
『
平
家
物
語
』『
宝
物
集
』

『
太
平
記
』、
能
《
綾
鼓
》《
恋
の
重
荷
》
な
ど
の
文
学
作
品
中
に
も

確
認
で
き
る
。
本
発
表
で
は
、術
婆
伽
説
話
を
引
用
す
る
諸
作
品
が
、

恋
を
「
病
」
と
捉
え
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
恋
は
「
戒
律
を
破
る
も

の
」
と
捉
え
る
の
か
。
さ
ら
に
は
、
恋
に
よ
り
怨
念
を
抱
え
た
主
人

公
が
い
か
に
し
て
「
神
」
へ
と
変
容
す
る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い

て
試
論
を
述
べ
て
み
た
い
。

『
大
智
度
論
』
に
よ
り
本
話
の
梗
概
を
述
べ
る
と
「
魚
売
り
の
述
婆

伽
は
、
一
目
見
た
王
女
を
忘
れ
ら
れ
ず
飲
食
も
で
き
な
く
な
る
。
見

か
ね
た
述
婆
伽
の
母
親
は
王
女
に
息
子
の
命
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
懇

願
す
る
。
王
女
は
母
親
の
願
い
に
応
じ
、
宮
中
に
あ
る
天
祠
で
会
う

約
束
を
す
る
。
し
か
し
、
天
神
は
身
分
の
低
い
述
婆
伽
と
王
女
を
会

わ
せ
な
い
よ
う
に
、
述
婆
伽
を
眠
ら
せ
て
し
ま
う
。
や
っ
て
き
た
王

女
は
身
に
つ
け
て
い
た
瓔
珞
を
遺
し
て
去
る
。
述
婆
伽
は
目
を
覚
ま

し
て
、
王
女
が
こ
の
場
に
来
た
こ
と
知
り
懊
悩
し
、
内
か
ら
淫
欲
の

火
を
出
し
て
焼
け
死
ん
で
し
ま
う
」
と
な
ろ
う
。
末
尾
に
「
女
人
の

心
貴
賤
を
択
ば
ず
、
唯
だ
是
れ
欲
に
従
ふ
」
と
あ
り
、
女
人
が
欲
に

従
う
存
在
と
記
す
点
が
注
目
さ
れ
る
。

『
中
山
法
華
経
寺
蔵
本
三
教
指
帰
注
』
で
は
、
術
婆
伽
の
恋
を
淫
欲

と
記
し
、
そ
の
欲
に
よ
っ
て
胸
を
焼
く
こ
と
に
な
っ
た
と
結
び
、
五

戒
（
戒
律
）
を
意
識
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

諸
作
品
に
引
用
さ
れ
た
術
婆
伽
説
話
で
あ
る
が
、『
大
智
度
論
』
な

ど
の
仏
典
で
は
、
欲
を
戒
め
よ
う
と
す
る
点
に
重
き
が
お
か
れ
て
い

た
が
、
注
釈
書
で
は
、
術
婆
伽
が
身
分
違
い
の
叶
わ
ぬ
恋
を
し
て
、

難
題
が
課
せ
ら
れ
、
死
後
に
は
怨
霊
と
な
り
、
怨
念
や
復
讐
を
語
る

こ
と
に
紙
幅
が
割
か
れ
て
い
る
。

ま
た
注
目
す
べ
き
は
、『
宝
物
集
』
と
『
類
雑
集
』
の
二
作
品
が
、

恋
を
「
欲
心
」
と
「
病
苦
」
の
二
つ
の
観
点
を
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

『
類
雑
集
』
は
、
冒
頭
に
『
大
智
度
論
』
を
大
幅
に
要
約
し
、
後
半
は
、

『
三
教
指
帰
注
』
の
引
用
と
記
し
、
術
婆
伽
が
自
身
の
身
を
焼
く
だ
け
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に
と
ど
ま
ら
ず
「
寺
」
を
も
焼
く
表
記
と
な
っ
て
い
る
。
建
物
を
焼

く
く
だ
り
は
、『
類
雑
集
』
以
外
に
も
認
め
ら
れ
る
。

具
体
的
に
は
『
古
今
和
歌
抄
灌
頂
口
伝
』『
庭
訓
之
抄
』『
神
道
関

白
流
雑
部
』
で
は
、
術
婆
伽
が
、
王
女
に
会
え
な
い
こ
と
を
嘆
き
、

自
身
の
身
を
焼
こ
う
と
す
る
際
に
、
宮
中
の
数
々
の
建
物
を
焼
い
た

話
が
記
さ
れ
る
。

そ
し
て
『
庭
訓
之
抄
』『
神
道
関
白
流
雑
部
』
で
は
、
術
婆
伽
の

身
体
の
火
に
気
が
つ
い
た
僧
侶
が
、
洒
水
に
よ
り
火
を
消
し
、
怨
念

が
鎮
魂
さ
れ
、
最
終
的
に
は
、
術
婆
伽
が
火
の
守
護
神
と
な
る
こ
と

を
誓
う
く
だ
り
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
の
例
が
能
《
恋
重
荷
》
に
あ

る
。
こ
の
作
品
は
、
術
婆
伽
説
話
を
下
敷
き
と
し
た
構
成
で
描
か
れ
、

主
人
公
の
叶
わ
ぬ
恋
が
怨
念
と
し
て
語
ら
れ
る
が
、
最
後
に
弔
い
を

条
件
に
、
葉
守
り
の
神
と
な
る
こ
と
を
誓
う
。
こ
の
よ
う
に
、
術
婆

伽
説
話
は
悲
恋
の
物
語
で
も
あ
れ
ば
、
欲
望
を
戒
め
る
話
で
も
あ
り
、

時
に
は
神
に
も
な
る
話
へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

本
話
は
、
仏
書
、
注
釈
書
、
文
学
作
品
と
書
き
継
が
れ
る
な
か
で
、

一
つ
に
は
、
病
と
し
て
苦
し
む
姿
、
も
う
一
つ
に
は
淫
欲
を
戒
め
る

物
語
と
し
て
描
き
、
さ
ら
に
は
主
人
公
の
恋
心
が
恨
み
へ
と
変
わ
っ

て
し
ま
っ
て
も
、「
弔
い
」
と
い
う
行
為
を
経
る
こ
と
で
、
恋
人
の

守
護
神
と
な
っ
て
い
る
作
品
も
あ
る
。
こ
の
展
開
は
、
実
に
ド
ラ
マ

チ
ッ
ク
で
注
目
さ
れ
る
特
質
と
い
え
よ
う
。
宗
教
か
ら
文
学
へ
変
容

し
た
説
話
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
１
）
大
正
大
学
図
書
館
所
蔵
、
慶
安
四
年
版
『
類
雑
集
』
に
よ
る
。

翻
刻
は
『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
第
四
〇
号
、
平

成
三
〇
年
、
六
〇
～
六
一
頁
。
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福
田
会
育
児
院
恵
愛
部
と
順
天
堂
の
関
係
に
つ
い
て

　
―
佐
藤
静
子
を
中
心
に
―

研
究
員　

濱
田　

由
美

明
治
初
期
の
日
本
で
は
、
貧
困
を
背
景
と
し
た
棄
児
、
間
引
き
が

少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
貧
児
救
済
の
施
設
も
徐
々
に
設
け

ら
れ
て
は
い
た
が
、
そ
の
数
は
圧
倒
的
に
少
な
く
、
し
か
も
多
く
が

キ
リ
ス
ト
教
系
の
施
設
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
状
況
の
中
、
大
内
青

巒
が
『
教
会
新
聞
』
第
一
四
一
号
に
、
宗
師
方
へ
貧
児
救
済
を
呼
び

か
け
る
記
事
を
掲
載
し
た
の
は
、
明
治
八
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
記
事
に
応
え
た
か
の
よ
う
に
、「
貧
困
無
酷
の
児
女
を
収
容
」
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
今
川
貞
山
が
伊
達
自
得
、
杉
浦
譲
と
共
に
「
福

田
会
」
を
結
成
し
た
の
は
明
治
九
年
の
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
賛
同

者
を
得
て
育
児
院
が
開
設
し
た
の
は
、
明
治
一
二
年
六
月
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
会
を
支
え
る
会
友
に
は
、
永
続
会
友
と
随
喜
会
友
の
区
別

が
あ
り
、
永
続
会
友
は
各
宗
教
導
職
中
の
同
志
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
僧
侶
が
中
心
の
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
毎
月
法
話
会
も
開

催
さ
れ
た
が
後
に
中
断
し
て
い
る
。
当
初
は
収
容
児
も
増
加
し
、
院

運
営
も
順
調
に
推
移
し
て
い
た
と
思
わ
れ
た
が
、
や
が
て
「
進
興
の

勢
い
な
く
」「
刷
新
改
革
の
已
む
可
ら
ざ
る
」
状
況
と
な
っ
て
い
っ
た

の
で
あ
り
、
そ
の
打
開
策
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
が
、
婦
人
部
の
導

入
で
あ
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
岩
倉
遣
外
使
節
に
随
行
し
た
何
礼

之
が
大
き
く
関
係
し
て
い
た
。
欧
米
各
国
で
は
「
上
流
及
び
高
等
の

教
育
を
受
け
た
地
位
名
望
あ
る
婦
人
の
救
済
事
業
に
関
係
し
て
間
接

直
接
に
斯
業
発
達
に
益
す
る
所
少
な
か
ら
ず
」
と
い
う
状
況
を
目
の

当
た
り
に
し
、
日
本
で
も
同
様
の
成
果
を
期
待
し
た
と
思
わ
れ
る
。

後
に
恵
愛
部
の
設
立
に
関
与
す
る
婦
人
た
ち
が
、
実
際
に
育
児
院

を
訪
れ
た
の
は
、
明
治
一
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
正
式
に

恵
愛
部
が
発
足
す
る
直
前
の
明
治
二
二
年
一
〇
月
に
は
、
順
天
堂
の

医
師
に
よ
っ
て
院
児
た
ち
の
健
康
診
断
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

際
「
健
全
な
る
も
の
一
人
も
な
し
」
と
の
事
実
を
確
認
し
て
い
る
。

恵
愛
部
の
成
立
は
明
治
二
二
年
一
二
月
八
日
で
あ
り
、
啓
建
式
は
東

京
芝
（
現
・
港
区
愛
宕
）
の
青
松
寺
で
挙
行
さ
れ
て
い
る
。
会
友
は
名

誉
会
友
、
永
続
会
友
（
一
時
に
二
〇
円
以
上
会
費
納
入
）、
通
常
会
友

（
月
一
〇
銭
以
上
又
は
一
ヶ
年
一
円
以
上
会
費
納
入
）、
随
喜
会
友
と
分

け
ら
れ
て
お
り
、
中
心
と
な
る
の
は
永
続
会
友
と
通
常
会
友
で
あ
っ

た
。
ま
た
、一
時
中
断
し
て
い
た
法
話
会
も
再
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

啓
建
式
を
行
っ
た
青
松
寺
の
住
職
北
野
元
峰
も
、
こ
の
法
話
会
で
講

師
を
務
め
て
い
た
。
北
野
元
峰
は
、
佐
々
木
東
洋
宅
で
の
仏
法
聴
聞

会
も
八
年
ほ
ど
続
け
て
お
り
、
参
加
者
に
は
、
佐
々
木
東
洋
を
初
め
、

佐
藤
進
、
桑
田
衡
平
、
三
宅
秀
な
ど
、
福
田
会
の
活
動
に
深
く
関
わ

る
人
物
が
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
。

恵
愛
部
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
、
在
院
児
の
数
が
増
加
に
転
じ
て
い

た
こ
と
は
、
記
録
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
恵
愛
部
設
立
発
起
人
の

一
人
で
あ
る
佐
藤
静
子
は
、
順
天
堂
の
第
二
代
堂
主
佐
藤
尚
中
の
娘

で
あ
り
、
夫
は
第
三
代
堂
主
佐
藤
進
で
あ
る
。
静
子
は
女
子
美
術
学

校
の
校
長
、
設
立
者
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
学
校
を

引
受
け
た
理
由
に
、
福
田
会
の
活
動
が
あ
っ
た
と
後
に
語
っ
て
い
る
。
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恵
愛
部
の
発
足
直
前
に
、
順
天
堂
の
医
師
が
健
康
診
断
を
実
施
し
て

お
り
、
発
足
後
は
毎
日
医
師
を
派
遣
し
、
医
療
支
援
を
実
施
し
て
い

た
背
景
に
、
静
子
の
存
在
が
大
き
く
関
係
し
て
い
た
の
は
明
ら
か
で

あ
る
。
ま
た
、
院
内
児
に
と
っ
て
母
の
代
わ
り
で
あ
る
保
母
は
、
最

も
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
保
母
の
中
で
も
特
に
保

母
長
と
し
て
、
二
〇
年
以
上
院
児
の
た
め
に
尽
力
し
た
村
井
登
美
を
、

育
児
院
に
推
薦
し
た
の
は
静
子
で
あ
っ
た
。
順
天
堂
の
看
護
師
で
あ

っ
た
登
美
の
働
き
ぶ
り
か
ら
そ
の
資
質
を
見
抜
き
、
育
児
院
に
推
薦

し
た
と
さ
れ
る
。
期
待
以
上
の
働
き
に
よ
り
、「
慈
愛
の
権
化
と
し
て

渇
仰
さ
れ
た
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
登
美
が
亡
く
な
っ
た
際
に
は
、
恵

愛
部
幹
事
一
同
が
墓
を
建
立
し
、
そ
れ
ま
で
の
功
績
を
称
え
て
い
る
。

佐
藤
静
子
は
こ
れ
ま
で
、
福
田
会
の
活
動
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ

る
存
在
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
恵
愛
部
設
立
発

起
人
の
一
人
と
し
て
関
わ
っ
た
こ
と
で
、
育
児
院
は
順
天
堂
か
ら
医

療
支
援
を
得
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
看
護
師
の
村
井
登
美
が
育
児
院
に

推
薦
さ
れ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
佐
藤
静
子
を
通
し
て
、

育
児
院
と
順
天
堂
の
関
係
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。
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ヤ
ス
パ
ー
ス
仏
教
研
究

　
―
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
思
想
の
変
遷
と
仏
教
と
の
関
わ
り
―

研
究
員　

嶋
田　

毅
寛

独
の
哲
学
者
Ｋ
・
ヤ
ス
パ
ー
ス
（K

arl Jaspers, 

一
八
八
三
―

一
九
六
九
）
は
西
洋
哲
学
史
上
、〈
実
存
哲
学
〉
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
が
、
彼
の
学
究
活
動
を
辿
っ
て
み
る
と
生
涯
に
渡
っ
て
仏
教
と
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

関
わ
り

4

4

4

が
何
度
も
見
ら
れ
、
二
十
世
紀
の
哲
学
者
の
内
で
彼
ほ
ど
仏

教
に
縁
の
あ
る
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
を
発
表
者
は
知
ら
な
い
。
今
回
の

公
開
講
座
は
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
仏
教
と
の
縁
を
彼
の
生
涯
を
辿
っ
て
追

っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
彼
の
見
解
は
同
時
代
か
そ
れ
以
前
の
イ
ン

ド
・
仏
教
学
者
の
見
解
に
依
存
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
自
ら

指
導
し
た
学
生
に
仏
教
関
係
の
者
が
い
た
り
、
自
身
の
奉
職
し
て
い

た
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
で
の
同
僚
に
仏
教
学
者
が
い
た
こ
と
な
ど
、

単
に
著
作
を
通
じ
て
の
関
係
以
外
の
縁
も
あ
る
こ
と
等
、
興
味
深
い

も
の
が
あ
る
。

現
時
点
で
発
表
者
が
知
る
限
り
の
ヤ
ス
パ
ー
ス
と
仏
教
と
の
つ
な

が
り
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

①
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
精
神
医
学
時
代
（
一
九
〇
九
―
一
九
一
三
）
の
テ

ー
マ
に
〈
偽
幻
覚
〉
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
心
理
学
者
Ｔ
・
Ｋ
・
エ

ー
ス
テ
ル
ラ
イ
ヒ
は
ヤ
ス
パ
ー
ス
よ
り
も
先
に
そ
れ
を
言
及
し
て
い

た
が
、
自
身
の
著
作
『
宗
教
心
理
学
入
門
』（
一
九
一
七
）
に
て
ヤ
ス

パ
ー
ス
の
偽
幻
覚
に
関
す
る
精
神
病
理
学
小
論
文
『
実
体
的
意
識
性

に
つ
い
て
』（
一
九
一
三
）
に
触
れ
て
お
り
、
両
者
が
同
じ
見
解
に
達

し
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

②
宗
教
学
者
Ｆ
・
ハ
イ
ラ
ー
は
『
仏
教
的
沈
潜
』（
一
九
一
八
）
に

お
い
て
、
心
理
学
・
精
神
病
理
学
的
見
解
を
『
宗
教
心
理
学
入
門
』

に
拠
っ
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
、仏
教
の
「
第
四
の
禅
定
」
に
お
い
て
、

瞑
想
修
行
の
際
に
抑
圧
さ
れ
て
い
た
知
覚
や
表
象
が
光
や
神
々
の
姿

で
現
れ
る
と
し
、
そ
れ
が
精
神
病
理
学
的
に
は
〈
偽
幻
覚
〉
に
相
当

す
る
と
主
張
す
る
。

③
ヤ
ス
パ
ー
ス
は
『
世
界
観
の
心
理
学
』（
一
九
一
九
）
に
お
い
て
、

仏
教
学
者
Ｈ
・
ベ
ッ
ク
の
『
仏
教
』（
一
九
一
六
）
に
お
け
る
「
瞑
想
」

の
章
で
の
意
識
状
態
と
そ
れ
に
応
じ
た
〈
禅
定
〉
の
段
階
、
お
よ
び

段
階
に
合
わ
せ
て
現
れ
る
神
々
の
像
に
つ
い
て
の
見
解
を
引
用
し
て

い
る
。

④
浄
土
宗
出
身
の
北
山
淳
友
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
へ
と
留
学

し
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
指
導
の
も
と
で
学
位
論
文
を
執
筆
し
、
そ
れ
を
後

に
『
仏
教
の
形
而
上
学
』（
一
九
三
四
）
の
題
で
公
刊
す
る
。
同
著
作

は
副
題
を「
世
親
の
教
え
と
彼
の
学
派
の
哲
学
的
解
釈
の
試
み
」と
し
、

ヤ
ス
パ
ー
ス
の
『
哲
学
』（
一
九
三
一
）
に
も
現
れ
る
哲
学
概
念
が
多

数
使
用
さ
れ
て
い
る
他
、
世
親
の
著
作
『
唯
識
二
十
論
』
の
独
訳
が

付
録
さ
れ
、
そ
の
『
唯
識
二
十
論
』
に
お
け
る
「
本
質
の
無
さ
」
に

付
記
さ
れ
た
注
に
て
、
参
考
資
料
と
し
て
『
世
界
観
の
心
理
学
』
で

の
「
神
秘
主
義
に
お
け
る
無
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

⑤
北
山
も
『
仏
教
の
形
而
上
学
』
に
お
い
て
ベ
ッ
ク
の
『
仏
教
』

を
ヤ
ス
パ
ー
ス
以
上
に
引
用
・
参
考
文
献
に
し
て
お
り
、
ベ
ッ
ク
を

介
し
た
ヤ
ス
パ
ー
ス
と
北
山
と
の
相
互
影
響
関
係
も
発
表
者
は
想
定
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し
て
い
る
。

⑥
ヤ
ス
パ
ー
ス
は
『
大
哲
学
者
た
ち
』（
一
九
五
七
）
に
お
け
る

「
仏
陀
論
」
執
筆
以
前
に
、
処
女
作
『
精
神
病
理
学
総
論
』
の
第
四
版

（
一
九
四
六
）
に
お
い
て
新
た
に
ハ
イ
ラ
ー
の
『
仏
教
的
沈
潜
』
を
引

用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ヤ
ス
パ
ー
ス
が
「
仏
陀
論
」
以
前
か
ら
『
仏

教
的
沈
潜
』
に
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
『
仏
教

的
沈
潜
』
に
お
い
て
〈
偽
幻
覚
〉
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
と
い
う

事
実
か
ら
は
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
と
ハ
イ
ラ
ー
と
の
相
互
影
響
の
可
能
性

も
想
定
さ
せ
る
。

⑦
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
「
仏
陀
論
」
に
お
い
て
、〈
瞑
想
〉
に
関
す
る
記

述
で
、
ハ
イ
ラ
ー
と
ベ
ッ
ク
の
両
者
を
併
記
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

ハ
イ
ラ
ー
同
様
ベ
ッ
ク
も
以
前
の
著
作
で
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ヤ
ス
パ
ー
ス
に
と
っ
て
そ
の
両
者
に
対
し
単
に
「
仏
陀
論
」
執
筆
の

た
め
の
参
考
資
料
に
と
ど
ま
ら
な
い
関
心

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

が
あ
る
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

⑧
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
『
啓
示
に
面
し
て
の
哲
学
的
信
仰
』（
一
九
六
三
）

内
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
仏
教
建
築
物
「
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
論
」

の
参
考
資
料
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
お
け
る
元
同
僚
の
東
洋

学
者
Ｈ
・
ツ
ィ
ン
マ
ー
の
『
芸
術
形
式
と
ヨ
ガ
』（
一
九
二
六
）
か
ら

の
も
の
で
あ
る
。
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
論
は
か
な
り
の

頻
度
で
ツ
ィ
ン
マ
ー
の
そ
れ
と
論
調
が
重
な
っ
て
お
り
、
ヤ
ス
パ
ー

ス
に
与
え
た
影
響
の
強
さ
を
そ
こ
に
見
出
せ
る
。
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維
摩
居
士
と
質
多
羅
長
者
を
め
ぐ
っ
て研

究
員　

西
野 　

翠

『
維
摩
経
』
の
主
人
公
ヴ
ィ
マ
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
（
維
摩
）
の
原
型
を

原
始
仏
典
に
登
場
す
る
居
士
チ
ッ
タ
（
質
多
羅
長
者
）
に
見
る
「
維

摩
・
質
多
羅
説
」
を
早
く
に
唱
え
た
の
は
渡
邊
楳
雄
（
一
八
九
三
―

一
九
八
九
）
で
あ
ろ
う
。
彼
は
一
九
三
五
年
刊
行
の
著
作
『
仏
陀
の
教

説
』
で
、「（
維
摩
経
の
）
立
役
者
た
る
維
摩
詰
は
雑
阿
含
に
お
け
る
質

多
長
者
か
ら
換
骨
奪
胎
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
誰
か
よ
く
保
証
し

得
る
か
」
と
述
べ
、
一
九
四
〇
年
に
は
「
維
摩
居
士
と
質
多
羅
長
者
」

と
題
す
る
論
文
を
発
表
し
て
、「
維
摩
・
質
多
羅
説
」
に
つ
い
て
詳
細

に
述
べ
て
い
る
。
渡
邊
に
よ
る
と
、
大
乗
諸
仏
典
で
活
躍
す
る
諸
仏
・

菩
薩
の
起
源
は
概
ね
二
つ
に
大
別
で
き
、
そ
の
第
一
は
「
釈
尊
あ
る

い
は
諸
弟
子
に
範
を
と
っ
て
、
そ
れ
を
換
骨
奪
胎
し
た
も
の
」、
第
二

は
「
そ
れ
ら
を
単
に
大
乗
化
し
た
も
の
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
維
摩

経
』
の
維
摩
は
、「
仏
在
世
時
代
の
一
教
徒
で
あ
っ
た
質
多
羅
な
る
一

長
者
を
主
材
料
と
し
、
そ
れ
に
更
に
少
し
く
つ
け
加
え
る
所
が
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
を
換
骨
奪
胎
す
る
所
に
想
定
せ
ら
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。

維
摩
誕
生
の
由
来
を
原
始
仏
典
の
チ
ッ
タ
に
見
る
と
い
う
渡
邊
の

見
方
は
一
般
に
承
認
さ
れ
て
き
た
が
、『
維
摩
経
』
と
維
摩
の
本
質
に

照
ら
し
て
首
肯
し
難
い
と
考
え
る
。
渡
邊
が
「
質
多
羅
に
維
摩
の
原

型
を
見
る
」
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
経
緯
、
特
に
質
多
羅
と
維
摩
の

共
通
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
七
点
に
つ
い
て
個
々
に
検
討
し
て

み
る
と
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
共
通
し
て
い
る
よ
う
だ
が
異
な
っ
て
い

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
例
と
し
て
二
つ
の
共
通
点
を
見
て
み

よ
う
。
①
両
者
と
も
に
在
家
で
あ
る
：
維
摩
は
方
便
と
し
て
白
衣
在

家
な
の
で
あ
り
、
実
際
は
大
菩
薩
で
あ
る
。
②
共
に
病
臥
に
伏
し
て

い
る
：
質
多
羅
は
実
病
で
死
去
す
る
が
、
維
摩
は
仮
の
病
い
で
一
切

衆
生
を
済
度
し
な
い
限
り
病
み
続
け
る
。
そ
も
そ
も
在
家
や
出
家
と

い
う
区
別
を
立
て
る
こ
と
自
体
、
不
二
法
門
を
説
く
維
摩
の
本
意
に

反
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
維
摩
誕
生
の
道
を
「
質
多
羅
長
者
を
換
骨
奪
胎
し
た
」

と
い
う
渡
邊
説
と
は
違
う
と
こ
ろ
に
探
っ
て
み
た
い
。
そ
の
可
能
性

の
一
つ
と
し
て
現
在
、
文
殊
法
門
と
の
関
係
を
模
索
し
て
い
る
。
文

殊
法
門
か
ら
維
摩
へ
と
い
う
流
れ
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
赤
沼
智
善

（
一
八
八
四
―
一
九
三
七
）
も
、「
文
殊
は
弥
勒
の
後
に
顕
れ
て
、
漸
次

に
弥
勒
の
地
位
を
奪
い
、
放
鉢
経
、
法
華
経
序
品
等
明
ら
か
に
こ
れ

を
示
し
て
い
る
。
か
く
て
弥
勒
を
し
の
い
だ
文
殊
は
維
摩
経
の
維
摩
、

入
法
界
品
の
普
賢
に
そ
の
地
位
を
譲
ろ
う
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
で
、
維
摩
の
誕
生
を
捉
え
た
い
。
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『
悲
出
現
と
称
す
る
修
習
念
誦
次
第
儀
軌
』
の

　 

日
輪
観
に
つ
い
て

研
究
員　

木
村 　

美
保

本
講
座
は
、『
悲
出
現
と
称
す
る
修
習
念
誦
次
第
儀
軌
（
略
し
て
Ｋ

Ｕ
と
す
る
）（
大
谷
三
三
四
六
、
東
北
二
五
二
四
）』
の
五
相
成
身
観
に

お
い
て
日
輪
を
観
じ
る
箇
所
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。「
五
相
成
身

観
」
と
は
、『
真
実
摂
経
（
以
下
Ｔ
Ｓ
と
略
す
）』
の
代
表
的
な
観
想
で

あ
り
、
五
段
階
の
即
身
成
仏
の
方
法
で
あ
る
。
Ｔ
Ｓ
の
五
相
成
身
観

に
至
る
流
れ
は
、「
不
可
動
三
摩
地
に
入
る
一
切
義
成
就
菩
薩
」「
一

切
如
来
に
よ
る
驚
覚
」「
五
相
成
身
観
」「
加
持
現
証
」
で
あ
る
が
、

Ｋ
Ｕ
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
五
相
成
身
観
の
真
言
も
ほ
ぼ
一
致
し

て
い
る
。
ま
た
、
Ｋ
Ｕ
が
「
こ
の
五
現
等
覚
の
次
第
」
と
、
そ
こ
で

説
か
れ
る
瞑
想
が
五
相
成
身
観
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

一
見
同
じ
瞑
想
内
容
を
意
識
さ
せ
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
Ｋ
Ｕ

の
瞑
想
内
容
は
Ｔ
Ｓ
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
大
き
く
違

う
点
は
、
月
輪
で
は
な
く
日
輪
を
観
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

Ｋ
Ｕ
の
通
達
菩
提
心
に
お
い
て
は
、「
月
輪
の
よ
う
な
も
の
」
を
観

じ
る
の
で
は
な
く
「
日
輪
の
如
き
滴
」
を
観
じ
る
。
ま
た
、「
妙
観
察

心
」「
悲
の
輝
き
か
ら
ａ
字
の
自
性
を
観
察
す
る
」「
真
言
で
加
持
す
る
」

の
が
特
徴
で
あ
る
。

Ｋ
Ｕ
の
修
菩
提
心
に
お
い
て
は
、a å i ¥ u ∑ ˚ ® ¬ º

   ¬ e ai o au 
aµ

 a˙

と
い
う
十
六
文
字
の
種
字
を
そ
れ
ぞ
れ
文
字
鬘
と
し
、
種
字

を
媒
介
と
し
て
十
六
大
菩
薩
を
生
じ
さ
せ
る
。
ま
た
Ｔ
Ｓ
に
お
い
て

は
、「
自
己
の
胸
に
月
輪
そ
の
も
の
を
見
る
」
の
に
対
し
、
Ｋ
Ｕ
で
は
、

日
輪
が
座
と
胸
と
背
中
に
満
ち
て
、
胸
の
日
輪
に
種
字
を
生
じ
さ
せ

て
い
る
。
ま
た
「
真
言
を
誦
し
て
加
持
」
し
て
い
る
。

Ｋ
Ｕ
の
成
金
剛
心
で
は
、
Ｔ
Ｓ
が
「
自
己
の
胸
の
月
輪
の
上
に
金

剛
杵
を
思
念
す
る
」
の
に
対
し
、
胸
の
日
輪
の
ａ
字
が
法
の
形
〔
種

字
の
形
〕
で
貫
か
れ
る
〔
お
そ
ら
く
、
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
の
よ

う
な
光
が
ａ
字
と
い
う
種
字
の
形
と
な
っ
て
、
身
体
を
突
き
抜
け
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
〕。
ａ
字
の
光
の
集
ま
り
は
阿
閦

の
三
摩
地
で
堅
固
に
な
り
拡
散
す
る
。
虚
空
界
に
遍
満
す
る
大
金
剛

杵
が
拡
散
し
た
ａ
字
に
よ
っ
て
標
づ
け
ら
れ
、
拡
散
さ
れ
た
ａ
字
と

同
じ
数
だ
け
の
日
輪
で
増
光
さ
れ
た
光
を
持
つ
。
そ
し
て
「
真
言
に

よ
っ
て
加
持
」
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
Ｋ
Ｕ
と
Ｔ
Ｓ
で
は
単
に
月
輪
が
日
輪
に
変
わ
っ
た
だ
け
で

は
な
く
、
瞑
想
内
容
の
複
雑
化
が
見
ら
れ
る
。
Ｋ
Ｕ
で
観
想
さ
れ
る

日
輪
の
光
は
、
月
輪
と
異
な
り
、
鋭
い
光
で
あ
り
、
拡
散
し
増
大
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
行
者
や
仏
の
身
体
も
光
を
放
つ
も
の
と
な
る

こ
と
。
種
字
が
光
を
放
っ
た
り
、
種
字
の
形
の
光
が
行
者
や
仏
の
身

体
を
貫
い
た
り
、
種
字
で
標
づ
け
る
な
ど
、
行
者
と
仏
の
間
に
種
字

が
関
わ
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
Ｔ
Ｓ
の
よ
う
な
「
清
ら
か
な
月
輪
」
を
「
自
ら
の
心
に

瞑
想
す
る
」
の
で
は
な
く
、
Ｔ
Ｓ
の
形
式
を
ふ
ま
え
つ
つ
も
、
日
輪

の
強
い
光
と
光
を
放
つ
種
字
と
い
っ
た
強
い
光
が
行
者
と
仏
の
媒
介

と
な
っ
て
い
て
Ｔ
Ｓ
と
は
違
っ
た
瞑
想
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
瞑
想
内
容
は
、
Ｋ
Ｕ
だ
け
で
は
な
く
、
不
空
訳
『
金
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剛
頂
瑜
伽
他
化
自
在
天
理
趣
會
普
賢
修
行
念
誦
儀
軌
（
以
後
『
理
趣

會
軌
』と
略
す
。
大
正
蔵
№
一
一
二
二
）』に
も
存
在
す
る
。『
理
趣
會
軌
』

に
も
Ｋ
Ｕ
同
様
に
日
輪
を
観
じ
る
五
相
成
身
観
が
登
場
す
る
。
先
学

に
お
い
て
は
、「
単
に
月
輪
を
日
輪
と
置
き
換
え
た
だ
け
で
あ
る
」
と

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｋ
Ｕ
と
『
理
趣
會
軌
』
の
五
相
成

身
観
に
は
共
通
点
が
多
く
見
出
さ
れ
る
。
通
達
菩
提
心
に
お
い
て「
妙

観
察
」
の
用
語
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
、
種
字
か
ら
光
明
を
出
す
こ
と
、

太
陽
に
似
た
も
の
と
な
る
こ
と
、
修
菩
提
心
で
は
、
Ｋ
Ｕ
同
様
太
陽

に
似
た
も
の
が
光
を
放
っ
て
輝
い
て
い
る
様
子
を
表
す
。
成
金
剛
身

で
は
、
日
輪
の
上
に
種
字
を
置
く
、
ま
た
真
言
で
加
持
す
る
な
ど
Ｋ

Ｕ
と
相
似
し
た
部
分
を
多
く
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら『
理
趣
會
軌
』に
共
通
す
る
五
相
成
身
観
は
、

先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
な
「
月
輪
を
日
輪
に
置
き
換
え
た
だ
け
」

で
は
な
く
、
日
輪
や
種
字
を
使
用
す
る
五
相
成
身
観
の
系
統
が
他
に

存
在
し
た
可
能
性
を
考
え
さ
せ
る
例
と
な
り
、
Ｋ
Ｕ
の
『
理
趣
會
軌
』

に
は
他
の
箇
所
で
も
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
互
い
の

文
献
の
信
憑
性
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
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C
andrak¥rti

の
仏
説
法
と
そ
の
背
景

研
究
員　

松
本　

恒
爾

仏
陀
の
衆
生
利
益
の
最
た
る
も
の
は
何
か
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は

説
法
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
説
法
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
聴
衆
を

見
る
こ
と
（
＝
感
官
に
よ
る
対
象
の
把
握
）
と
語
り
か
け
る
相
手
に
呼

び
か
け
何
か
を
語
る
こ
と
（
＝
言
語
に
よ
る
概
念
化
）
と
い
う
二
つ
の

認
識
活
動
の
存
在
が
仏
陀
に
想
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、C

andrak¥rti
は
六
世
紀
ご
ろ
活
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
中

観
派
の
論
師
で
あ
る
。
彼
は
、主
著『
入
中
論
』（M

adhyam
akåvatåra

）

お
よ
び
そ
の
『
自
注
』（-bhå≈ya
）
第
十
二
章
で
次
の
よ
う
な
説
法
を

主
張
す
る
。

仏
陀
が
菩
薩
で
あ
っ
た
頃
に
立
て
た
本
願
（[p∑rva-]pra∫idhi

）

の
力
と
聴
衆
の
善
行
の
力
と
に
よ
っ
て
法
身
の
超
自
然
的
な
力

（adhi≈†˙åna, anubhåva, prabhåva

）が
引
き
起
こ
さ
れ
る
。そ
し
て
、

そ
の
超
自
然
的
な
力
を
受
け
た
音
声
（ßabda

）
を
発
す
る
こ
と
が
で

き
る
人
や
も
の
に
よ
っ
て
説
法
が
行
わ
れ
る
。

こ
こ
で
の
説
法
の
成
立
条
件
は
、
①
法
身
の
超
自
然
的
な
力
、
②
仏

陀
の
本
願
、
③
聴
聞
者
の
善
行
の
三
つ
で
あ
り
、
仏
陀
を
は
じ
め
と
す

る
発
話
者
に
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
な
認
識
活
動
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な

い
。こ

の
よ
う
な
い
わ
ば
認
識
活
動
を
必
要
と
し
な
い
説
法
が
主
張
さ

れ
る
背
景
に
は
、
①
中
観
思
想
と
②
大
乗
仏
典
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
ず
①
は
、
認
識
（jñāna

）
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
も
の
ご
と
が

自
己
同
一
的
存
在
で
な
い
こ
と
（
一
切
法
無
自
性
、sarvadharm

å 
ni˙svabhåvå˙

）
と
い
う
主
張
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
仏
陀
の
智
（buddhasya jñånam

）
す
ら
も
真
に
存
在

す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
②
は
、
大
乗
仏
典
に

お
け
る
仏
陀
の
認
識
を
必
要
と
し
な
い
説
法
の
記
述
で
あ
る
。
例
え

ば
、C

andrak¥rti

も
『
明
句
』（Prasannapadå

）
第
一
八
章
な
ど

で
引
用
す
る
『
如
来
秘
密
経
』（Tathågataguhyaka

）
で
は
、
思
惟

（kalpanå

）
が
な
く
て
も
説
法
が
行
わ
れ
る
と
い
う
記
述
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
にC

andrak¥rti

が
主
張
す
る
説
法
は
、
中
観
思
想

と
大
乗
経
典
の
記
述
を
た
く
み
に
整
合
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
副
産
物
と
し
て
、
聖
典
（ågam

a

）

に
頻
出
し
な
が
ら
も
、
理
論
（yukti

）
に
も
と
づ
く
こ
と
も
要
求
さ

れ
る
論
書
（ßåstra

）
で
無
視
さ
れ
が
ち
な
超
自
然
的
な
力
に
明
確

な
地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
に
超
自
然
的
な
力
に
明
確
な
地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
、
反
面
、
大
乗
仏
教
以
外
の
人
々
と
の
論
争
で
は
必
ず
し
も
有

効
で
は
な
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
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初
期
仏
典
の
唱
誦

研
究
員　

平
林　

二
郎

初
期
仏
典
や
大
乗
仏
典
の
な
か
で
経
や
律
（
波
羅
提
木
叉
な

ど
）
を
「
と
な
え
る
」
と
い
う
際
に
は
唱
誦
、
読
誦
、
諷
誦
、
読

経
、
誦
経
、
誦
習
、
暗
唱
な
ど
の
術
語
が
使
用
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
原
語
はsajjhåyati
（sva+adhi+∕i

）、adh¥yati

（adhi+∕i

）、

saµ
khubhati

（sam
+∕k≈ubh

）、uddisati

（ud+∕diß

）、bha∫ati

（∕bha∫

）
な
ど
で
あ
る
が
、
漢
訳
の
術
語
とPåli

・Sanskrit

（
以

下Skt.

）
の
原
語
の
対
応
は
訳
者
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
一
定
し
た

も
の
は
な
い
。

そ
こ
で
本
講
座
で
は
、
仏
典
を
「
と
な
え
る
」
と
い
う
意
義
を
明

確
に
す
る
た
め
に
「
唱
」「
読
」「
誦
」
な
ど
の
漢
字
と
そ
の
熟
語
に

つ
い
て
内
容
を
考
察
し
、
初
期
仏
典
の
唱
誦
と
大
乗
仏
典
の
読
誦
の

差
異
を
示
し
、
初
期
仏
典
の
な
か
で
「
と
な
え
る
」
と
い
う
意
味
で

使
用
さ
れ
て
い
る
術
語
の
用
例
を
挙
げ
、
そ
の
使
用
傾
向
や
内
容
の

一
端
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

最
初
に
「
と
な
え
る
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
る
漢
字
と
そ
の

熟
語
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
唱
」
は
、
解
字
と
し
て
は
口
（
く
ち
へ
ん
）

＋
昌
（
す
ば
ら
し
い
・
さ
か
ん
）
で
あ
り
、
す
ば
ら
し
い
発
声
・
声
を

発
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。「
読
」
は
、
解
字
と
し
て
は
言
（
ご

ん
べ
ん
：
こ
と
ば
）
＋
売
（
つ
づ
く
）
で
あ
り
、
こ
と
ば
が
つ
づ
く
、

文
字
を
見
て
音
読
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。「
誦
」
は
、
解
字
と

し
て
は
言
（
ご
ん
べ
ん
）
＋
甬
（
お
ど
る
）
で
あ
り
、
こ
と
ば
が
お
ど

り
あ
が
る
、
文
字
を
見
な
い
で
音
読
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

熟
語
と
し
て
は
、「
唱
誦
」は
節
を
つ
け
て
と
な
え
る
こ
と
で
あ
る
。「
読

誦
」（
ど
く
じ
ゅ
）
は
経
文
を
よ
む
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、「
読
誦
」（
ど

く
し
ょ
う
）
に
は
書
を
よ
む
、
文
字
を
読
む
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て

い
た
。

次
に
初
期
仏
典
の
唱
誦
と
大
乗
仏
典
の
読
誦
の
差
異
に
つ
い
て
で

あ
る
。
初
期
仏
典
の
経
（sutta / suttanta

）
と
律
（vinaya

）
は
釈

尊
の
直
説
で
あ
り
、
初
期
の
仏
教
教
団
に
お
い
て
こ
れ
ら
は
口
頭
で

伝
承
さ
れ
て
い
た
。
初
期
仏
典
が
文
字
で
書
写
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、D

¥pavaµ
sa

（『
島
史
』）
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
紀
元
前
一

世
紀
頃
に
開
催
さ
れ
た
第
四
結
集
で
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
一
方
で
、
大
乗
仏
典
（
大
乗
経
典
）
は
、
大
衆
部
に
属
す

る
出
家
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、『
八
千
頌
般
若

経
』（A

≈†asåhasrikå Prajñåpåram
itå : V

aidya 

五
七
・
一‒

六
）

な
ど
を
見
る
と
、
経
典
を
書
写
し
、
書
写
さ
れ
た
も
の
を
読
誦
し
、

他
者
へ
広
め
る
こ
と
を
特
徴
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
文
字
を
使
用
せ

ず
口
頭
で
伝
承
さ
れ
た
初
期
仏
典
を
と
な
え
る
際
に
は
節
を
つ
け
て

と
な
え
る
「
唱
誦
」
が
妥
当
で
あ
り
、
文
字
を
使
用
し
書
写
さ
れ
た

大
乗
仏
典
を
と
な
え
る
際
に
は
文
字
を
よ
む
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ

る
「
読
誦
」
を
使
用
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

初
期
仏
典
の
な
か
で
「
と
な
え
る
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て

い
る
術
語
と
し
て
はsajjhåya-, uddisati, sarabhañña-

の
用
例

な
ど
を
分
析
し
た
。
以
下
が
そ
の
結
論
で
あ
る
。

sajjhåya-
の
用
例
を
見
る
と
、「
と
な
え
る
」
と
い
う
意
味
の
な
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か
で
も
、
経
な
ど
を
声
に
出
し
て
暗
唱
し
復
習
す
る
「
誦
習
」
を
意

味
す
る
用
例
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、SN

 I 

二
〇
二
・
一
九
―
二
六
を

見
る
と
仏
典
を
と
な
え
る
こ
と
（sajjhåya-

）
は
、
比
丘
の
な
す
べ

き
修
行
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
離
貪
に
達
し
た
後
は
と
な
え
る
こ
と

に
執
着
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
他
、M

N
 II

二
〇
六
・
六
―
一
二
の
用
例
を
見
る
と
、仏
典
を
と
な
え
る（sajjhåya-

）

の
は
心
の
修
習
の
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

uddisati

は
、
パ
ー
リ
律
の
な
か
で
波
羅
提
木
叉
（
や
学
処
）
が

と
な
え
ら
れ
る
際
に
主
に
使
用
さ
れ
て
い
た
（V

in I 

一
〇
二
・
二
二

―
二
四
な
ど
を
参
照
せ
よ
）。
ま
た
、
パ
ー
リ
律
で
使
用
さ
れ
る

uddisati

や
そ
の
派
生
語
に
は
説
示
・
明
示
・
分
析
な
ど
の
意
味
が

あ
る
他
に
、sajjhåya-

（
誦
習
）
の
意
味
も
含
ま
れ
て
い
た
（Vin VI

一
四
三
・
二
一
―
二
二
を
参
照
せ
よ
）。

sarabhañña-

は
、
パ
ー
リ
律
の
な
か
で
経
や
律
が
と
な
え
ら
れ

る
際
（Vin I

・
一
九
六
・
三
五
―
三
七; Vin II

・
三
〇
〇
・
一
五
―
一
九
）

に
使
用
さ
れ
て
い
た
。Vin II

・
三
〇
〇
・
一
五
―
一
九
を
見
る
と
唱

誦
比
丘
（sarabhå∫aka-

）
と
い
う
律
を
専
門
に
と
な
え
る
比
丘
が

仏
教
教
団
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。



公開講座要旨

— 213 —

『
彰
所
知
論
』
と
『
蒙
古
源
流
』

講
師　

阿
部　

真
也

本
稿
は
、
仏
教
論
書
の
『
彰
所
知
論
』
と
モ
ン
ゴ
ル
年
代
記
で
あ

る
『
蒙
古
源
流
』（
以
下
Ｅ
Ｔ
）
の
比
較
検
討
を
す
る
。

『
彰
所
知
論
』
は
パ
ク
パ
著
と
さ
れ
る
。
内
容
は
仏
教
の
綱
要
書

的
な
も
の
で
あ
り
、『
倶
舎
論
』
等
を
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
成

立
は
、
一
二
七
八
年
説
が
有
力
で
あ
る
。
原
書
は
チ
ベ
ッ
ト
語
で
あ

る
が
、
現
在
容
易
に
見
る
事
が
で
き
る
の
は
、
沙
羅
巴
に
よ
る
漢
訳

（
一
三
〇
六
）で
あ
る（
大
正
蔵
第
三
二
巻
、二
二
六
～
二
三
七
頁
）。な
お
、

「
サ
キ
ャ
派
全
集
」
の
中
に
チ
ベ
ッ
ト
語
版
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く

研
究
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
ウ

ペ
ン
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
、
一
九
九
三
年
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル

ク
大
学
図
書
館
の
モ
ン
ゴ
ル
語
写
本
の
中
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
語
訳
が
発

見
さ
れ
、
出
版
さ
れ
て
い
る
。
胤
礼Y

inli

（
ユ
ン
リ
）
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
に
入
っ
て
い
た
と
い
う
。
内
容
構
成
は
、
⑴
器
世
界
品
、
⑵
情

世
界
品
、
⑶
道
法
品
、
⑷
果
法
品
、
⑸
無
為
法
品
、
の
５
章
に
分
か
れ
、

そ
の
形
式
は
、
現
存
ア
ビ
ダ
ル
マ
に
は
見
ら
れ
な
い
独
特
の
も
の
で

あ
る
。

次
に
、
Ｅ
Ｔ
と
『
彰
所
知
論
』
と
の
比
較
を
し
て
い
く
。

Ｅ
Ｔ
は
一
六
六
二
年
に
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
子
孫
で
あ
る
サ
ガ

ン
・
セ
チ
ェ
ン
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
世
界
の
成

立
に
始
ま
り
、
イ
ン
ド
の
王
統
、
チ
ベ
ッ
ト
の
王
統
、
と
続
き
、
モ

ン
ゴ
ル
の
王
統
に
つ
い
て
、
中
国
の
王
統
を
は
さ
ん
で
書
か
れ
て
い

る
。
最
後
は
満
州
の
王
統
で
締
め
く
く
る
。
仏
教
色
の
強
い
文
献
で

あ
る
。

ま
ず
、
こ
の
世
界
の
成
立
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
最
初
に
大
風
が

吹
き
起
こ
り
、
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
風
輪
が
成
立
す
る
。
そ
の
上
部
で

雲
が
起
こ
り
、
大
雨
が
降
っ
て
水
輪
が
成
立
す
る
。
そ
の
上
部
で
原

子
が
成
立
し
て
、
固
ま
っ
て
い
き
地
輪
が
成
立
す
る
。
こ
の
地
輪
の

成
立
の
と
こ
ろ
で
、
原
子
の
説
明
が
入
る
。『
彰
所
知
論
』
で
は
世
界

の
成
立
と
は
別
に
、
原
子
論
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｔ
で
は

世
界
の
成
立
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
点
が
異
な
る
。

次
に
人
類
の
発
生
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
そ
の
中
で
は
『
彰
所
知

論
』
と
同
様
に
六
道
説
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
人
類
の
寿
命
に
つ

い
て
の
説
明
に
続
け
て
時
間
の
単
位
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
が
、
最

大
の
単
位
で
あ
る
カ
ル
パ
（
劫
、Skt. kalpa

）
に
つ
い
て
の
部
分
は
、

少
し
食
い
違
い
が
あ
る
。
Ｅ
Ｔ
は
成
・
住
・
中
・
壊
・
空
・
大
の
順

に
並
べ
る
が
『
彰
所
知
論
』
は
中
・
成
・
住
・
壊
・
空
・
大
の
順
で

あ
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
、
中
劫
に
関
し
て
は
異
な
る
。
前

者
は
、
世
界
生
成
の
一
過
程
と
し
て
中
劫
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
後
者
は
、『
倶
舎
論
』
等
と
同
じ
よ
う
に
、
成
・
住
・
壊
・

空
が
各
々
二
十
中
劫
で
あ
る
、
と
す
る
。

最
後
に
、
モ
ン
ゴ
ル
の
王
統
史
の
特
徴
で
あ
る
、
イ
ン
ド
・
チ
ベ

ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
同
源
説
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
モ
ン
ゴ
ル
の
祖

先
が
、
チ
ベ
ッ
ト
・
イ
ン
ド
ま
で
遡
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
か
つ

て
は
、『
彰
所
知
論
』
か
ら
始
ま
っ
た
と
す
る
説
も
あ
っ
た
が
、
そ
こ

で
は
、
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
と
順
に
記
述
が
あ
る
だ
け
で
、
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つ
な
が
り
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。ま
た
、『
フ
ゥ
ラ
ン
・
テ
プ
テ
ル
』

等
、
チ
ベ
ッ
ト
の
年
代
記
に
も
三
国
を
並
べ
て
の
記
述
は
あ
っ
て
も
、

そ
こ
に
つ
な
が
り
が
あ
る
よ
う
な
記
述
は
な
い
と
い
う
。
森
川
哲
雄

氏
は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
後
世
の
モ
ン
ゴ
ル
人
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
、と
結
論
づ
け
て
、最
も
古
い
も
の
は
、著
者
不
明
『
ア
ル
タ
ン
・

ト
プ
チ
』
か
Ｅ
Ｔ
で
あ
ろ
う
、
と
す
る
。

モ
ン
ゴ
ル
年
代
記
の
流
れ
の
中
で
み
る
と
、『
彰
所
知
論
』
は
『
モ

ン
ゴ
ル
秘
史
』
の
数
十
年
後
で
あ
り
、
Ｅ
Ｔ
は
さ
ら
に
四
〇
〇
年
弱

後
で
あ
る
。
王
統
史
に
つ
い
て
は
、
後
者
は
、
前
者
だ
け
で
は
な
く
、

チ
ベ
ッ
ト
の
年
代
記
も
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
イ
ン
ド
・

チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
同
源
説
に
つ
い
て
は
、
モ
ン
ゴ
ル
年
代
記
を

編
纂
し
た
人
物
達
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
教

の
記
述
に
つ
い
て
は
、
多
少
の
異
同
は
あ
る
が
、
大
体
、
前
者
を
踏

襲
し
て
い
る
。
十
六
世
紀
末
以
降
の
モ
ン
ゴ
ル
の
年
代
記
に
は
、
仏

教
の
影
響
が
強
く
、
Ｅ
Ｔ
の
本
文
中
に
は
参
照
し
た
経
典
名
が
時
々

出
現
す
る
。
そ
れ
ら
の
モ
ン
ゴ
ル
語
経
典
に
つ
い
て
も
今
後
調
査
す

る
必
要
が
あ
る
。



公開講座要旨

Development of Functions of Mirror Divination in Tantric Traditions

Junglan Bang

This presentation aimed to present the development of functions of the divination 
described in Tantric traditions. Precisely, the practice of divination using a mirror or 
any reflected object is named as prasenå, pras¥nå, prasannå, senikå, pratisenå, etc. in 
Tantric literature (Cf. Orofino 1991 and Vasudeva 2014).

The earliest Íaiva work describing the mirror divination in the context of 
initiation is the Nißvåsaguhyatantra, and it mentions the term, pras¥nå. Then another 
term prasannåvidhi occurs in the explanation of Samayad¥k≈å in Tantrasadbhåva 9. 
In general, the terms prasenå and prasannå are predominantly used in Íaiva works, 
while the Vajrayåna texts prefer to pratisenå. 

Prasena in the Cakrasaµvara
The only text containing the term prasena (but as a masculine form) in Vajrayåna 

literature is Cakrasaµvara 43 as follows. Different from the Íaiva works, it is 
mentioned as a part of mastering seven-syllabled mantra and its effect.

mantrajåpena kha∂ge ’∆gu≈†he jale d¥pe ’tha darpa∫e |
mantr¥ sadåtmayogena prasenam avatårayet ||
vibhåvya saptadhå japtvå darßayec ca ßubhåßubham | (13-14b)
“Repeating [the seven-syllabled] mantra, by means of deity-yoga, the mantrin can 

always bring forth the divination (prasena) on [the surface] of a sword, the thumb, 
the water, or a mirror. Having meditated and repeated [the mantra] seven times, he 
will see [what is] the auspicious and the inauspicious.”

In Nåropå’s Sekoddeßa†¥kå Pratisenå
The pratisenå ritual is found in the description of pratyåhåra and dhyåna of the 

˛a∂a∆ga-yoga (Cf. Orofino 1992). Here the agent of seeing the pratisenå is described 
as a young girl. And the text dedicates to explaining the intrinsic nature of this 
divination. That is, here the pratisenå is almost treated as an object identical with 
pratibhå (pratibhåsamånårtha) or pratibhåsa itself.

In Pu∫∂ar¥ka’s Vimalaprabhå Pa†ala 5
The Vimalaprabhå mentions it as a simile to explain that any image appears to 

yogins by the power of yoga is a clear pratibhåsa in åkåßadhåtu, which is freed from 
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three realms. Moreover, it continues to explain or digress why a young girl could 
have the divinatory image. It is because of her chastity.

Differences between Íaiva and Vajrayåna tradition
Íaiva works state the prasenå/prasinnå ritual as one of the methods to prove 

and confirm the efficacy of the initiation. In the very early stage, the prasenå was 
presumably regarded to be a heterodox practice, then the early Íaivasiddhåtna 
accommodated it into their initiation system. Then Íaiva Trika tradition followed 
and placed it as an alternative rite for Samayad¥k≈å. Similarly, Vajrayåna redactors 
also incorporated a pre-existing practice of the mirror divination into their ritual 
system. However, the difference is that the Cakrasaµvara, one of early Vajrayåna 
yogin¥tantras mentions pratisena states it as an effect from mastering mantras. 
And then, in Kålacakra works, this practice is mentioned to elucidate the intrinsic 
nature of various signs or marks (pratibhåsa, dh∑ma, etc.) appearing to yogins. Although 
the functions of this divination had been changed in both tantric traditions, it was 
consistent that a young girl or boy is mentioned as the medium of the ritual.
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